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 花に代わって、今の園庭には様々な木の実が実

っています。「クワ」「グミ」「ジューンベリー」

「ヒメリンゴ」、もう間もなく「ヤマモモ」や「ブ

ラックベリー」「ラズベリー」の実が食べごろを

迎えるでしょう。そして、美味しくはないですが

枝垂れ桜には「サクランボ」、そして食べられま

せんがあの思いの詰まったフジにも産毛が生え

たさやがぶら下がっています。木の実を見つける

とたくさん集めたくなるのは、人間の本能でしょ

うか？手のひらに溢れんばかりの木の実を集め、

ニコニコと微笑む子どもたち。集めた木の実は、

そのまま食べるだけでなく、ままごとのデコレー

ションに活用したり、色水作りの素材にしたり、

ジャムを作っておやつにいただいたクラスもあ

るようです。「実のなる木がほしい」という改造

当初に抱いた私たちの思いが徐々に実り始め、特

に豊作の今年は子どもたちと一緒にワクワクし

ながら過ごしています。 

 12 月のプロジェクトで仕込んだ腐葉土の発

酵が進み、花壇に使える状態になってきたので、

掘り起こしてみることにしました。すると、いつ

の間に集まってきたのでしょう？ダンゴムシや

ハサミムシ、幼虫やミミズといった生き物たち

が、一生懸命働いていました。そして、湿った落

ち葉の中は、ほんのり温か…もっと小さな生き物

たちによって発酵が進んでいる証拠です。落ち葉

がボロボロ～と崩れていく様子に自然のサイク

ルを見て感じることもできました。「これは何？」

一緒に埋まっていた青いビニール素材を指さし

た子がいました。「これは土に返らないね。何年

経ってもずっとこのまま土の中に残るんだ。土に

返るものと返らないものがあるんだよ」今、地球

規模で抱えている環境問題について、ほんの少し

触れることができた気がしました。身近な取り組

みから子どもたちに伝えられることは、まだまだ

たくさんあるなぁと感じました。大事なことは身

近な大人が興味を持つことかもしれませんね。 

みつかった～ 
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